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型子rつ賞り
考もうかかつた

日曜の早朝なんて。 ・̈でも、

今まで会ったことのない近所の人

達が次々に集まって来るのを見て

なんだか嬉しくなってきた。

小さい子を連れた家族からお年

寄りまで、いろんな人達がそれぞ

れ釧支(?)て輝取りを一襲諭争に

している。チョット声を掛けてみ

たくなる。「こんにちヤ詢 って。

今まで、学校や職場での出会い

があったように、ご近所との出会

いもこの機会にやってしまいまし

ょうか? チョットの勇気出して。

・-1時間程で、道はきれいになり

自分の心も、少し軽くなった気が

した「日曜の朝」だった。

ぉィし経体の3姜ス〃

5月 19日 A7:θOだ

春の一者清掃
(J残境衝生
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ま
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◎
新
入
学
児
童
へ
祝
い
品
贈
呈
Ｊ

四
月
六
日
土
曜
日
、
恵
み
野
旭
小
学
校
に
入
学
し

た
児
童
の
家
庭

奮
二
十
八
名
）
に
、
厚
生
福
祉
部
と

役
員
が
手
分
け
し
て

一
軒
ず
つ
訪
問
し
、
時
計
と
防

犯
ブ
ザ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
全
体
の
子
供
の
成
長
を
祝
う
と
い

う
趣
旨
で
、
町
内
会
に
加
入
し
て
い
る
い
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

◎
軸
の
交
差
点

四
月
十
二
日
金
曜
日
午
前
八
時
、
北
ス
パ
ー
店
前

の
交
差
点
。　
交
通
安
全
の
旗
を
持
つ
区
長
さ
ん
た

ち
に
向
か
っ
て
子
供
た
ち
が
「お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
と
声
を
か
け
て
元
気
に
登
校
し
て
い
く
。

防
犯
交
通
部
の
今
年
度
最
初
の
仕
事
、
交
通
指
導

が
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

交
差
点
を
通
る
車
も
し
っ
か
り

一
時
停
止
．

そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
と
、
防
犯

交
通
部
長
の
小
出
谷
さ
ん
は
、
「子
供
が
い
て
も
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
抜
け
る
若
者
の
運
転
す
る

車
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
」
と
、
残
念
そ
う
に
言
う
。

こ
の
地
域
に
限
ら
ず
、
子
供
た
ち
の
元
気
な
声
が

一
つ
も
欠
け
る
こ
と
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
い
ま

一
度
自
分
の
運
転
も
反
省
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

必要とされるボランティア

取材を兼ねて行ってみて分/Dlつ たこと。それは

洗濯 `乾燥は機械かするけれど、たたんで仕分け
するのは、量的にいっても園の職員のみでは手
か足りないという現実 ′ 薔日のように、個人
や団体ガボランティアで来ています。北町内会
の私達七チョットだけ時間をこり、お年寄り|こ

必要こされるお手伝い|こ行つてみませんか?
(10人程度が適当で、昼食は用意します。)

０
ふヽ
れ
あ
い
の
チ
ャ
ン
ス
作
り
０

北
町
内
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・夢
は
、
声
か
け

訪
間
、
会
食
会
や
健
康
教
室
な
ど
で
、
皆
さ
ん
に

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
持
っ
て
も
ら
う
為
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、

Ｏ
町
内
会
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
費
と
し

て
支
出
さ
れ
た
も
の

Ｏ
恵
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
（社
協
）
か
ら
の
助
成

金
（財
源
は
、
市
内
各
世
帯
か
ら
の
社
協
会
費
や

赤
い
羽
共
同
募
金
な
ど
）

で
、
賄
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
安
心
し
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ
ー
ト
さ
ん
が
皆

さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
た
時
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
事
で
も
気
が
ね
な
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

皆
さ
ん
が
実
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
ハ
ー

ト
さ
ん
た
ち
に
は
な
に
よ
り
嬉
し
い
こ
と
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

（写
真
は
五
月
二
十
日
、
社
協
と
の
座
談
会
）

二
月
二
十
四
日

（日
）
恵
み
野
会
館
に
お
い
て

第
十
六
固
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

（出
席
は
、
会
長
は
じ
め
新
旧
の
四
役
。
各
部
門

の
管
早

反
長

■
螢
０
　

　

　

　

・

そ
の
中
で
、
会
則
の
一
部
改
正
が
あ
っ
た
の
で

△
石
員
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

◎

ら至
四
工
興
り変
更

四
月
一
日
か
ら
二
月
二
十

一
日
ま
で

↑

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
一
日
ま
で

但
し
、
本
年
に
限
り
年
度
始
め
は
四
月
一
日
と

す
る
。
理
由
と
し
て
、
市
や
他
の
町
内
会
で
は
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
を
会
計
年
度
と
し
て
お
り
、

他
機
関
と
の
関
係
上
、
会
計
の
煩
雑
さ
を
軽
減
す
ヽ
ノ

る
た
め
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
４

そ
の
た
め
、
役
員

・
区
長
・
班
長
の
任
期
は
、　
ｒ
、

今
年
の
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
と
な
り
ま
す
．

◎

一晨
祝
金
Ｅ
つ
い
て

平
成
十
四
年
四
月

一
日
以
後
に
、
新
生
児
出
生

の
場
合
　ヽ
一
人
に
つ
き
五
千
円
を
支
出
す
る
。

（北
町
内
会
に
居
住
す
る
会
員
と
、
同
居
す
る
家

族
が
出
産
し
た
場
合
と
す
る
。）HI■ l_12
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ようご召

3月大会00
能登克幸 7‐ 丁目

パークゴ′L7大会  (体削

"8月 と9月 に開催する予定です。

春の研修旅行:1  1ヒむつ絵

5月 22日から24日 にかけて虎杖浜

温泉に行きました。ホテルを拠点に

パークゴルフを楽しむ人あり、観光

地をまわる人あり、夜はカラオケを

楽しむなど有意義な旅行となりまし

た。秋にも旅行を計画しています。

杉原友樹 7 ク

有田英昭 7 ″

市川 稔 7・
″

水月弘樹 4 ク

横田正毅 6 多

松崎一樹 7 タ

芳賀 勉 2 ″

4月 入会

中居 豊 7T邑
横山直樹 6 ・
神宅設計 6 ″

桂藤勝己 2 ′′

菊地義則 7 う

吉谷正信 7 多

山下直美 3 ″

鴨崎則之 7 タ

浜本康- 6 ″

大田保臣 2 ク

初谷 敦 2 ″

中山山利子 3 ク

山本隆彦 7 ら

長谷部賢治 7 ク

山内比佐夫 6 ク

″童雅彦 7 タ

向
佐々木拓 6丁目

中村孝夫 6 ,
長島雅樹 7 ぅ |

北
町
内
会
親
睦
懇
親
会

と
　
き
　
七
月
十
四
日
⌒日
）午
前
十

一
時
か
ら

＊
雨
天
の
場
合
二
十
日
⌒土
）に
延
期

と
こ
ろ
　
恵
み
野
中
央
公
園
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横

今
年
は
、

Ｏ
ゲ
ー
ム
内
容
Ｏ
入
賞
基
準
０
有
料
ピ
ー
ル
券

な
ど
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
で
検
討
す
る

予
定
で
い
ま
す
。

当
日
は
、
役
員

・
区
長
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
進
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

大山 昭

石崎芳明

門松尚太郎

中 寛之

前田貴宣

鎌田昌之

7  う

7 ″

7  ゥ

2 ク

6. ケ

1  ク

金 の お 知 ら

◎資源回収

2月分  7.614円
3月分  9。414円
4月分  9。 680円

今籠もご協カ

ようしく

劉諄 t虐す J

◎市資源回収奨励金H13年度下半期分

92,600円  5月 17日 入金

◎簡易保険取り扱い手数料

10203月 分 61.430円
◎簡易保険 6ヵ 月分前納会取り扱い手数料

70,102円

亜人部:″ 彦 酢 ″

日 時 7月 2日
場 所 ☆岩見沢市こぶ志陶芸館

☆バラ園 (樹木医の方から

説明してもらいます。)

☆栗山町小林酒蔵

6月中旬申し込み受け付け予定

*詳 しくは回覧椒をご覧下さい。

Д電″観 r″・ fJメリ をズム_ズを日をタノ

★

取

り

扱

い
要

領

★
★
★

園
園
田
□
　
（五
名
の
町
内
会
役
員
）

回
覧
文
書
は
、
関
係
機
関
及
び

町
内
会
各
部
が
必
要
に
応
じ
て

↑

碑

河

孵

掛

嘔

鰤

数
を
配
布
す
る
。

同日目国
　
速
や
か
に
班
長
へ
届
け
る
。

廟
日
日
□
　
回
覧
順
番
表
を
付
し
て
速
や
か

↑
　
に
回
覧
す
る
。

曰
日
園
　
読
ん
だ
ら
速
や
か
に
隣
ヘ

爾
田
日
□
　
年
度
終
了
ま
で
保
管
。

留
守
宅
に
は

一
巡
し
た
後
、
改

↑
　
め
て
班
長
か
ら
回
覧
す
る
。

報
告
を
求
め
ら
れ
た
文
書
は
責

任
を
持
っ
て
区
長
に
報
告
。

［
円

‐
一
‐

□
　
報
告
を
求
め
ら
れ
た
文
書
は
期

日
ま
で
に
会
長
、
関
係
部
署

・

団
体
に
通
報
す
る
。

＊
　
回
覧
し
て
欲
し
い
文
薔
が
あ
る
場
合

″

一
日
回
覧
分
↓
前
月
の
二
十
五
日
ま
で

一

十
五
日
回
覧
分
↓
当
月
の
十
日
ま
で
　
一

総
務
部
長
ま
で
届
け
て
下
さ
い
．

お く
‐
や み

3/20 二上ネ江様 88オ
リL2丁目

3/22 束野僣勝様 90オ
Jし よ

‐
丁
・
目 .

4/2 九出勝雄様 71オ
リLl丁 巳

4/5 岩見僣―様 67オ
JL 5'〔ニモョ

4/16 宮崎攻信様 88オ
Jヒ 5・ 1〕 ヨヽ ~

入会・誕生。おくやみは、

5月 20日現在、町内会

で把握 している分です
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使用目的

町内会活動・各種グループ活動
関係団体の行事・会員の葬儀等.

* 営利目的は認めない。

使用日時

原則として9時から20時 30分まで。
日曜日、年末年始は休館。
*葬 儀関係、会長の承認を得たものは

この限りではない。

使用料金

1時間ごと

会 員 200円 (冬期間300円 )

非会員 300円 (冬期間 500円 )

* ガス、夏期暖房、電気製品使用は
それぞれ 100円別途かかります。

使用手続き
定期サークル以外は、使用 2週間前に

桑原―正さん (総務副部長)

TL   まで連絡して下さい。

囲 碁 ク ラ ブ 月曜 13:00～ 17:00

もんきちクラブ 火曜 10:00～ 12100

ス トレッチ教室 木曜 10:00～ 12:00

健 康 美 体 操 金曜 10:00～ 12:00

恵北書道クラブ 土曜 10:00～ 15:00

手話 サー クル 第 3,第 4火曜 10:00～ 12:00

生 活 ク ラ ブ 第 3木曜 13:00～ 15:00

ム酬法

自
分
に
ご
寝
姜
を和

田
　
哲
也

理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貫
う

と
い
う
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
だ
が
、
自
分
自
身
に
ご

褒
美
と
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

私
は
第
二
の
職
場
を
定
年
に
な
っ
た
と
き
に
、
そ

れ
ま
で
の
長
い
勤
務
を
無
事
終
了
し
た
記
念
に
と
、

ご
褒
美
に
オ
メ
ガ
の
時
計
を
購
入
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
後
、
理
由
を
見
つ
け
て
は
ネ
ク
タ
イ
と

か
ポ
ロ
シ
ヤ
ツ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
シ
ユ
Ｌ
ズ
な
ど
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
続
け
て
い
る
。

無
病
息
災
で
一
年
を
終
え
た
記
念
と
か
、
安
全
運

蹴轟
牌
篤
銀
魏
趾
輝
歩
麟
締。の

記
念
品
を
探
す
の
に
は
先
ず
町
に
出
掛
け
、
ウ
イ
　
く

ン
ド
ー
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
グ
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
の

で
、
一結
構
距
離
と
歩
く
時
間
も
長
く
な
り
、
結
果
的

に
健
康
の
維
持
と
ぼ
け
防
止
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら

一
挙
両
得
の
気
分
で
あ
る
。

欲
し
い
も
の
を
手
に
入
れ
、
次
の
ご
褒
美
の
品
定

め
を
し
な
が
ら
の
町
歩
き
は
、
ま
た
社
会
の
動
き
を

肌
で
感
ず
る
事
も
で
き
、
す
ご
く
楽
し
い
気
分
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ご
褒
美
の
理
由
付
け
が
生
ま
れ
、
生

き
申
斐
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ご
家
族
だ
け
へ
で
は
な
く
、
自
分
へ
の
感
謝
と
励

ま
し
の
意
味
を
込
め
て
、
さ
さ
や
か
な
ご
褒
美
を
差

し
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

わ
か
ら
な
ｌ
い
！

と
い
い
な
が
ら
も
、
や
っ
と
皆
さ
ん
の
象
慶
に
届
く
日

が
来
ま
し
た
。
Ｊ
≧
豊
熙
茎
五
Ｆ
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
き
ま
す
。
瑕
材
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
万
よ
う
し
く
お
願
い
し
ま
す
．
　
　
久
保
美
代
子

＾
颯
嗜

冬け
まηん
,こ継鷲
もれぢし1




